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  ３、方法論 
  
























































－ 177 － 
し、最も劣等で危険な民族がユダヤ人であると規定した18。 
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性を指摘している27。 
 







れられている。1933 年７月 14 日の「遺伝的疾患を持つ子孫を予防するための法」、同年 11 月 24 日
に制定された「危険な常習犯罪者に対する法」によってである。これらの法律によりロマというだけ
で断種された29。ニュルンベルク法も適用された。 
 1938 年 12 月、ヒムラーは「ジプシーの災害との闘争に関する法令」30を布告し、人種的隔離と混血
防止、生活状況の規制を行った。1941、42 年になるとドイツ領内のユダヤ人と同様に扱われ、1943
年にはジプシー収容所が設立され、弾圧がユダヤ人と同レベルまで強化された。1939 年にドイツで生












 ゲシュタポの規模であるが、1939 年のデータを見ると諜報員２万人、情報提供者 10 万人の陣営で
あった。最大規模時の 1943 年には、局員 45000 人、連絡員 60000 人、情報提供者 10 万人となってい
る。この人員を持ってしても、戦争開始後、占領地域に活動範囲が広がると、万能のゲシュタポとい
えるほど監視の目は行き渡っていなかったという35。例えば、1937 年のデュッセルドルフでは住民 50
万人に対して局員は 126 名、エッセンでは 65 万人に対し 43 名、メンヘングラートバッハでは 14 名、
ほとんどの街に局員は１人で、１人もいない街もあった36。ゲシュタポ組織の弱体な状況を助けたの










































































































で 35％ある。23％が不明、経済的動機 19％、隣人との諍い 12％と続く。一方のケルン特別裁判所の










































出所：Gellatery, op.cit. Backing Hitler,p.134.前掲『ヒトラー
を支持したドイツ国民』160頁。StAW：ゲシュタポ事件ファイル 
 
表 ３  Relationship of denouncers to Accused Jews and 
Motives for Denunciations in Krefeld Gestapo and Cologne 
Special Court Cases, 1933-1939 
  KREFEKD COLOGNE 
RELATIONSHIP   
  Neighbor  15% 54% 
  Former lover 15 - 
  Acquaintance 8 15 
  Coworker 4 - 
  Employee 4 - 
  In-law 4 - 
  Stranger - 15 
  Other 8 8 
  Unknown 42 8 
   
MOTIVE   
  Neighborhood quarrel 12 38 
  Lovers' quarrel 8 8 
  Political conviction 35 23 
  Economic motives 19 8 
  Other 4 15 
  Unknown 23 8 
出典：Eric A.Johnson, Nazi Terror--the Gestapo, Jews and 
Ordinary Germans. Basic books, 2000, p.155. 


















































































































1.住民からの密告 55 45 64 164 73 
2.他の統制組織の情報 2 - 6 8 4 
3.ゲシュタポと/またはスパイの
情報 
4 - 2 6 3 
4.地方または国家当局の観察 - - - 0 0 
5.尋問聴取 2 4 1 7 3 
6.企業の情報(ノイシュタットの
み) 
- - 1 1 0 
7.ナチ党、ナチ組織、ナチ党員の
情報 
6 3 8 17 7 
8.情報源不明 12 10 1 23 10 
総合計       226 100 
出典：『ヒトラーを支持したドイツ国民』227 頁。 
 




















































































































































 さらに彼はゲシュタポのスパイについても言及している。スパイの 85％は男性であり、10％は 20
歳以下、6％が 50 歳以上で、中間は 30 歳以上であり、ほとんどが中間層の 20-50 歳の男性であったと












表 5 Source of Information That Started Krefeld  Gestapo Cases, by Category of Defendant, 1933-1945 
 ORDINARY 
GERMANS 
JEWS KPD/SPD RELIGIOUS 
SECTS 
















Civilian denunciations 41% 
 
47% 41% 29% 5% 13% 4% - 
Gestapo/police 24 12 21 39 58 63 96 - 


















Anonymous accusations 2 - 3 7 - - - - 
unknown 24 17 27 10 36 24 - - 
NUMBER OF CASES 131 58 63 41 79 8 25 - 
出典：Johnson, op.cit. Nazi Terror, p.366.  All figures, except those pertaining to Krefeld 
Jews, are based on a random sample of every Krefeld Gestapo case file. The Jewish cases are 
based on a complete sample of every existing Krefeld Gestapo case files that involved a 
Jewish person who ws inbestigated for alleged illegal behavior. 
 
 
表6  Erstadressaten von Anyeigen aus der Bevölkerung 
Anzeigeaufnehmende Institution (in Düsseldorf) N % 
   
Gestapo, SD, SS, Abwehr 64 43 
Polizei, Landrat, Bürgernmeister 31 21 
DAF, Firmen 27 18 
Zoll, Wehrmacht, Sonstige Behörden 14 9 
Keine Angabe 6 4 
   
Summe 150 100 
 
出典：JanRuckenbiel: ‘Soziale Kontrolle im NS-Regime--Protest, Denunziation und Verfolgung 
Zur Praxis alltäglicher Unterdrückung im Wechselspiel von Bevölkerung und Gestapo.’  Köln 
2003, S.103. 
－ 193 － 
Ⅴ．おわりに 
  


















 本稿では密告は体制に強要されたのか、市民が自主的に行ったのかを考察した。  
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